
 

 

 

 

 

 
 

 

 

７月１１日（金）に、保護者の方を対象とした事業所見学会を行いました。 

 

 

                                           

  

           

施設の概要や一日のスケジュール、仕事内容等についての説明を聞いた後、利用者の方が働かれている様子を見

学させてもらいました。事業所からは他にも、利用者の生活の様子や来てほしい人材、保護者の協力の必要性について

の話がありました。保護者の方からも定員や空き状況、送迎等について、積極的な質問が数多く寄せられ、必要な情報

をたくさん得られたようでした。 

実際に事業所の施設や利用者の様子を見学することができ、お子様の卒業後の進路について具体的に考える良い

機会となったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

【見学や説明の様子】  

 

 

 

                                             

 

 

 

       見学先の様子①               見学先の様子②               見学先の様子③  

【主な内容】                     進路通信№３             【発行】 

「事業所見学会」の報告                                                                令和 7年 ９月 ２ 6日 (金 ) 

「就労支援セミナー」の報告                                                             福井県立嶺北特別支援学校 

                                                                    進 路 指 導 部 

事業所見学会 

 

バスに乗って見学に行っ

て来ました。  

【事後アンケートから抜粋】 

・B型事業所の中にも、様々なスタイルがあることを知ることができた。 

・初めて参加したが、事業所の現状が分かりとても参考になった。これからも参加したい。 

・障がいの特性に合わせて作業環境が工夫されており、利用者のことをとても考えていることが分かった。 

・どんな仕事があるのか、どんな環境なのか、給料がいくらなのかなど、分からないことを知ることができて 

よかった。 

・１日に複数の事業所見学ができる機会は、大変ありがたい。今後も継続してほしい。 

・A型とB型の違いが大体分かってよかった。 

・大勢で見学に行ったにも関わらず、利用者の方が挨拶してくださり素晴らしいと感じた。 

・事業所の方が丁寧に説明してくださり、我が子がやっていけるかを考えながら聞かせてもらった。 

・施設の職員の方たちの温かい熱意が、とても伝わってきた。利用者の方がしっかりと仕事に取り組む姿に、

自分の子どもが就労したときの姿を想像することができた。 

【坂井地区】 

・つづきの家（就労継続支援Ｂ型、就労移行支援） 

・つぐみ福祉会 丸岡南中事業所（就労継続支援A型）  

【福井地区】 

・あおい福祉会（生活介護、就労継続支援B型） 

・からだリビング（就労継続支援B型、日中活動一体型

グループホーム） 

）  



 

 

 

保護者や教職員が職業や就労について正しく理解し、基本的な就労支援の方法等の知

識を高め、具体的な就労支援をスムーズに行えるようにするという目的の下、福井労働局

主催の就労支援セミナーが、７月２３日（水）に本校食堂にて開催されました。 

今年度は保護者、教職員合わせて26名が参加しました。「三国公共職業安定所」の久

保様、「ふっとわーく障害者就業・生活支援センター」の分野様に、「障害者雇用の現状と

相談援助等について」、「障がい者の一般就労後の課題とサポートについて」という演題で

講演していただきました。 

 

【就労に向けての準備】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業準備性ピラミッド(上記の図、「独立行政法人・高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）」が発表しているピラ

ミッド図をもとに作成されています。)をもとに、働くことに向けた毎日の積み重ねの必要性についての話がありました。    

職業準備性ピラミッドは、安定した職業生活を送るために必要とされる力をピラミッドで表し、土台がしっかりすると安

定した職業生活につながりやすくなることを示しているものです。各段階のスキルをバランスよく身につけることで、

より長く安定した就労につながりやすくなるとのことでした。また、通常のピラミッドの更に下の土台として、「自

己理解」が大事という話がありました。自分の得意不得意、障がい特性を理解することに加えて、悩みや困っ

たことがあっても、自ら気付き、周囲に助けを求められるようになることを目指していくことも大切とのことでした。 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

就労支援セミナー 
 

挨拶、返事   報告・連絡・相談 

一定時間仕事に耐える体力 
 

基本的な生活リズム、金銭管理 

余暇の過ごし方、移動手段 

感情のコントロール、注意されたときの謝罪 

苦手な人へのあいさつ 対人技能

日常生活管理

健康管理

自己理解

職務への適正 

職務遂行に必要な知識・技術 
 

 

下に行くほど

重要度の高い

ポイント 

自分の得意不得意、障がい特性、職業準備性の段階 

食事栄養管理、体調管理、服薬管理、通院 

【事後アンケートから抜粋】 

・障がい者の就労の現状についての話が聞けてよかった。 

・「障害者就業・生活支援センター」とはどういう事をする所なのかよくわかった。 

・親なき後の生活、成年後見制度の利用などについて、今から考えておく必要があると再認識できた。 

・具体的な支援の窓口の内容、様子がよく分かりました。 

・就職を簡単に考えていたので、いろいろと子供のためにがんばっていかないといけないなと思いました。 

・障がい者について、色々な面でサポートを行ってもらえる機関があることを知っただけでも大変参考になった。 

・相談できる場所があること、支援していただける場があること、心強いことと思った。 

・いろいろな機関と連携をとりながらの支援は手厚いなと思いました。 

・一般就労やキャリアアップに向けて必要な力は何か、事例を基に説明していただき理解が深まった。 

基本的労働習慣 

職業適性 


